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1. 研究背景と目的 

 近年，地球温暖化が深刻化しており，その対策として「ブルーカーボン」が注目を集

めている．ブルーカーボンとは海洋生態系により海域に吸収・貯留される炭素のことを

指す．ブルーカーボン生態系の 1つの沈水植物は流れによって変形し，それにより二酸

化炭素の吸収効率が変化すると考えらえている．そこでブル―カーボンの効果の正確な

評価には流れを受けた時の水草の挙動を把握する必要がある．これらの背景から流れに

よる水草の変形を表すために，波・流れと水草の相互作用を考慮したモデル(SAV model)

が中山らによって開発されている 1)．また，沈水植物の中には側枝を有するものも存在

し，分岐を有する SAV modelの開発が行われ，その再現性が示されている 2)3)． 

しかし，分岐を有するモデルは波や流れと複雑な相互作用を起こすため，計算負荷が

高く，計算に長い時間を要するという課題がある．この問題に対し，本研究では抗力係

数を増加させることで，非分岐のモデルが分岐ありのモデルの代替になり得るかを検討

した． 

 

2. SAV modelの概要 

 SAV modelは波・流れとの相互作用を考慮した水草モデルである．水草を一定の長さ

のセグメントに分解し，ヒンジ状に連結することで曲げの運動を再現している．SAV 

modelでは水草と流体間の摩擦力，水草の弾性による弾性力，流れによる揚力，水草と

流体の密度差による浮力の 5種類の流体力を考慮している． 

 

3. 計算条件 

 抗力の増加による非分岐 SAV modelの挙動の変化を検証するために，分岐を有するモ

デル，抗力係数を増加させた分岐を有さないモデル，抗力係数を変化させ邸内非分岐モ

デルの 3種類の水草形状で計算を行った． 

 また，水草はパッチ状に群生しているため，本研究では水草が水路に単独で存在する

場合と水路内に群生している場合の 2パターンで計算した． 

 

4. 結果 

 単独で植生する場合には，抗力係数を増加させた非分岐モデルが分岐を有するモデル

と同様の有効水草高さ（Deflected Vegetation Height: DVH）とたわみの概形を示し，抗力

係数の増加により分岐を有するモデルを再現できていた．一方，水草が群生し存在する



場合には，抗力係数を増加させた非分岐モデルと分岐を有するモデルでは周囲の流れ場

の様子が大きく異なっており，分岐が存在することによる流れへの影響を抗力を増加さ

せることで再現できなかった． 

 

5. まとめ 

結果より，抗力を強めた非分岐 SAV modelを分岐を有する SAV modelの代替とする手

法は，水草単独の場合には有効であるものの，群生する場合においては不十分であると

いえる． 
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